






































































































前期から 4年生の 5月 20 日ごろまで 1年以上にわたって「教育実習Ⅰ」という科目名で
教育実習の事前指導を行なっている。これは，数回ないし半期程度の授業では，十分に満
足できるような事前指導を行なうことは不可能だと考えるからである。基本的に教養部教













































時間の関係で模擬授業はたいてい 1回 20 ～ 30 分程度となるが，私は，原則として，1人
2回は模擬授業を行なってもらうことにしている。模擬授業の際には，模擬授業をする当
人の学生以外はみんな生徒役としてノートもとりながら授業を受けてもらう。各模擬授業



























し，本学の教育実習生の人数は，以前は毎年平均で 40 ～ 50 名程度であったが，平成 23
年度（2011 年度）から人間環境学部スポーツ健康学科の学生が 4年次を迎えると一気に









年 10 校以上の実習校を訪問してきたので，すでに合計 200 校以上の実習校訪問指導をし
てきたことになる。そして，そのほとんどの場合において，筆者は，たんに形式的に校長





































　平成 24 年（2012 年）8 月の中央教育審議会答申「教職生活の全体を通じた教員の資質
能力の総合的な向上方策について」12）では教員免許の修士レベル化ということが言われ，
教員養成を基本的に修士課程まで含めた 6年間に延長するという構想が出されたが，その
大きな要因は，「実践的指導力」を育成するためには，現在の 2週間ないし 3～ 4 週間の
教育実習では少なすぎる，という発想にある。その修士課程の中心的眼目は，いわば教育
実習の期間の延長なのである。
　しかし，現在の 2週間ないし 3～ 4週間の教育実習でさえもしっかりした実りある形で
大学と実習校とが協力して実施できていないのに，その教育実習の期間をさらにむやみに
延長することは，百害あって一利もないと断言してよいであろう。教員免許の修士レベル
化という中教審の構想は，おそらくヨーロッパ諸国などの制度を念頭に置いているのであ
ろうが，実際にすでにそのような方向で改革をかなり実施してきているヨーロッパ諸国で
も，たとえばＰＩＳＡ調査やＴＩＭＳＳ調査といった国際調査を見ても，決して結果が上
向きに転じてきている傾向は見られないのである。
　それゆえ，いたずらに教育実習の期間を延ばすことではなく，むしろ，現在の期間のま
まの教育実習を充実させるために大学が事前指導や事中指導をいかにして工夫し改善して
いくかをこそ考えるべきなのである。大学と実習校とは，互いに他者性を承認・尊重し合
いつつも，教育実習および実習生という「結び目」「交差点」を通して，お互いの異なる
視点で教育を見つめる目を交換し合い学び合っていくべきなのである。そのためには，大
学側が一方的に即戦力的な「実践的指導力」におもねり擦り寄ったりしてはならないし，
12）http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2012/08/30/
1325094_1.pdf
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また逆に実習校側が大学教員の「権威」に威圧され遠慮して自由に発言することができな
いようなことがあってもならないであろう。しかし，そのような点に気をつけて両者が互
いの主体性を尊重する空気の中で対話を行なうのであれば，教育実習の両義性は決してマ
イナスのみの結果をもたらすのではなく，むしろ，大学にとっても実習校にとっても，お
互いの異なる視点を突き合わせることによって，他者性を認め合ったうえでの相互行為と
してのコミュニケーションによる共同の意味構築を可能にする場となるのであり，教育学
的理論と実践的指導力との双方を高めるための絶好の機会となるのである。
